


 去る、2月16日、第10回あおば病院院内学会が開催されました。昨年度はインフルエンザの流行時期と
重なり残念ながら１階病棟が参加出来ない年でした。しかし今年度は、全７部署（７演題）が揃い踏みし、
充実した院内学会となりました。取り上げられたテーマも現場が抱える問題点や、日頃の課題への取り組
みを再認識させられる内容で、年々、研究への興味や質の向上に繋がっており、職員の情報交換・共有
の場になっているのではと察します。 
 最後になりますが、開催にあたり準備から当日の会場設営など御協力頂き、無事に院内学会を終える
事が出来ました。次年度に向けての課題は多々ありますが、反省点は次年度へ活かして行きたいと思い
ます。ご協力有難う御座いました。                              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                     
 
 
 
 
 
 
                                   〈 教育委員会 院内学会担当 ： 中村 靖子 〉 

 平成31年3月15日、ウイングまつばせにて宇城認知症地域連携懇話会の学術講演会が開催されました。 
事例検討では、宇城市小川町のグループホームだんらん管理者の増田光信さんが「ご家族と医療機関の 
協力によりグループホームで看取りまで対応できた事例」を報告されました。ご高齢の入居者が徐々に衰 
弱していかれるなか、ご家族や近隣医療機関と話し合い、協力し合いながらケアを続け、最期は家族全員 
が集まって看取られたとのことでした。 
 特別講演では、当院総院長の宮本英七 
医師が「認知症は防げるか」の演題で講 
演しました。講演では、アルツハイマー病 
に何が役立つのかをテーマに、認知症の 
原因となる疾患や治療薬の効果、修道女 
を対象にした研究などについて解説され 
ました。 
 来場された約150人の方々は熱心に話に 
聞き入られていました。 
 同懇話会の次回の学術講演会は2019年 
6月21日（金）18:30から、ウイングまつばせ 
で開催が予定されています。 
 

                                        〈 診療連携科 科長 ： 坪井 康裕〉 



 日本精神科病院協会精神科医学会認知症認定看護師に合格しました。 
認知症に対する良質で安全な看護サービスの提供と高い技術と見識を 
有する資格です 
 当院の認知症患者のケアだけではなく、地域で生活されている方々とも 
共に学んでいければと考えています。  
 
どうぞ宜しくお願い致します                             
                                            〈看護部 科長 ： 齊所 純子〉 

 「平成最後の花見」 
 

 「平成最後の」というフレーズがたくさん使われるときに、あおば病院デイケアも恒例の花見バーベキュー 
を行いました。 毎年満開の桜で賑わう宇土市にある立岡公園。しかし、当日は前日の雨で芝生に水たま 
りができていました。 
 仕方なくデイケアの玄関前でバーベキューとなりました。「矢部のケンチキ」のおいしいお肉を準備して 
みんなでおいしくいただきました。 桜の花がなかったのが残念でしたが、午後からは天候も回復して花 
見もできました。 やっぱりきれいでした。 
 今年もいろんなところにデイケアのメンバーさんと一緒に出掛けて思い出を作りたいと思います。 

  〈デイケアセンター 係長 ： 桐原 聡〉 

  〈訪問看護ステーション 蓮  管理者 ： 源嶋 照幸〉 

 平成30年8月1日に新規指定訪問看護ステーションとし
て「訪問看護ステーション 蓮（れん）」を開設いたしま 
した。 
 看護師5名、理学療法士1名で地域住民の方々に信頼
される訪問看護ステーションとして地域における課題に
取り組んでおります。 
 蓮の花は、地上に綺麗な花を咲かせます。しかし、泥
の中に埋まった根っこがなくては花を咲かせることができ
ません。利用者の皆様が地域社会でその人らしい生活
が送れるように、私たちスタッフが根っことなり支援してい
きたいと思っております。 
 何卒よろしくお願いいたします。 
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 「ひと」  その人らしさを大切に 

「こころ」 こころのリハビリを通して 

  「和」   地域に和をひろげます 

こころを病む方々の「ひと」としての尊厳を何よりも尊重し、患者さんやご家族
に、やさしさと思いやりの心で接します  
 
医療にかかわるプロとしての自覚と誇りを忘れず人間的成熟を目指し、たゆまぬ
努力を続けます  
 
全ての職種の職員は、それぞれの専門性と役割を果たすと共に互いに連携し合い、
より質の高い医療サービスを提供します  
 
地域との情報交換を密にし、予防と安らぎの場を提供しながら、社会復帰を通し
た生活活動支援に積極的に取り組みます  
 

一、人権の尊厳 

一、人間的成熟 

一、チーム医療 

一、地域社会との連携 

病院の理念 

病院の基本方針 
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